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に

丸亀市 内で最大 の吉岡神社前方後 円墳 の北方 に尾根続 きの青 ノ山古墳群 は、古

代 の豪 族 の首 長 を葬 った広 大 な地 域 に わ た る古 墳群 で、丸亀市 と綾歌郡宇多

津町に女たがって いる。その第 1号墳か ら 6号墳 までは早 くか ら調査がすすみ、

昭和54年 に土地 開発事業 中、 7号墳 (通称龍塚)の破損箇所か ら掘 り出 した花 南

上 の中か ら窯壁片 数点 と須恵器片多数が発見 され、それが須恵器 の登 り窯跡 と確

認 された。

それに続 いて昭和55年、県教育委員会 のご助力を得て第 7号墳の発掘調査が、

同年 9月 に完了 し、調査報告書 に出土遺物 も含 めて詳細 に報告 された。

次 に、去 る昭和57年 5月 か ら県教育委員会 のご協力を得て第 8号墳 、第 9号墳

の発掘調査がすす め られ 、今年 1月 か ら 3月 にか けてその整備が完了 した。 い女

その調査記録 が詳細 に報告 され ることは喜び にたえない。県・ 市教育委員会 各位

のご努力 に対 し、厚 く厚 く謝意を表 して、調査報告書 の序 とす る次第で ある。

昭和 59年 3月

青ノ山山頂古墳群発掘調査団

団長 吉 岡 和 喜 治

めじは



<例  言 >

1,本 書は丸亀市教育委員会が香川県教育委員会の指導で、昭和57年 5月 ～ 7月

に発掘調査を実施 した青ノ山 8号 、 9号墳発掘調査概要である。

2.発掘調査は香川県教育委員会文化行政課 東原輝明が担当 し、同渡部明夫の

応援を得た。事務は丸亀市教育委員会社会教育課が担当 した。

_3.本 書は東原が執筆・ 編集 した。

4.発掘調査には、調査作業員 として長栄清―・ 山田 馨・ 下村嘉二郎 。宮本忠

芳 。中野茂樹・ 林 正之・ 宇野義太郎 。内藤キクヱ・ 関山幸八郎・ 渋谷武義の

諸氏にお世話になった。

藤田憲司氏 (倉敷考古館学芸員)、 川畑 迫氏 (坂 出市郷土資料館長 )、 松

本敏三氏、斉藤賢一氏には適切な御指導をいただいた。また香川県教育委員会

文化行政課埋蔵文化担当諸氏、町川義晃氏の御助言・ 御協力を得た。記 して謝

意を表 します。
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第 1章 調査に至る経緯と調査の経過

青ノ山山頂付近には古墳時代後期の古墳が数基 ,存在することが漢然と知られていたが ,こ の程

青ノ山 1号墳の南西に 1基 ,そ れより南の斜面上に 1基 ,存在することが確認された。

青 4山山頂は昭和56年度から環境保全事業を進めており,昭和57年 7月 からは,こ れらの古墳の

すぐ下を通って山頂に至る遊歩道建設にかかるためこの用地をも合めて広範囲に確認調査を実施す

ることにした。

確認調査の結果 ,前述の 2基以外に古墳は検出されなかった。そこで 2基の処置について県教委

文化行政課に相談 したところ,調査後の整備保存を前提に,発掘調査を実施したらどうかという指

導をいただいた。

従って発掘調査は ,石室調査に重点を置き ,そ れ以外の調査については最少限にとどめた。発掘

調査は ,県教委の東原輝甥技師の指導のもと,昭和57年 5月 10日 から7月 30日 まで実施した。

発掘調査の経過 (調査口誌より抜粋 )

5月 10日 発掘調査初日。現状写真撮影。発掘

道具搬入。

5月 12日  伐開作業。 9号墳 ,地形測量。

5月 17日  9号墳 ,石室,E,W,N,Sト レン

チ完掘。

6月 1日  8号墳 ,墳丘表土黒Jぎ。

6月 7日  9号墳 ,石室実測。8月 墳 ,Sト レン

チ発掘。

6月 10日  8号墳 ,石室掘り下げ。 S,Eト レ

ンチ掘 り下げ。城乾婦人学級26名来

訪 (直井武久氏引率 )。

6月 15日  8号墳 ,石室掘り下げ。玄室より須

恵器 (杯 ,短頸壼 ,提瓶 ,台付長頸

壺 )出 土。

6月 16日  8号墳 ,石室掘 り下げ。床面確認。

杯 ,管玉出土。新聞記者 ,NHK取

材。

6月 17日  8号墳玄室掘 り下げ。杯 ,直口壺 ,

短頸壺出土。藤田憲司氏 (倉致考古

館学芸員 )来訪。

6月 18日  8号墳 ,羨道発掘。NW,SW,Sト

レンチ発掘。堀家市長 ,井沢教育長 ,

市広報課職員来訪。

6月 23日  8号墳 ,羨道掘り下げ。仕切 り石に

接し短頸重出土。玄室精査。耳環 ,

鉄鏃出土。玄室内埋土の水洗いでガ

ラス玉 6個検出。

6月 29日  8号墳 ,前庭部ほぼ完掘。川畑迪氏

(坂出市郷土資料館長 )来訪。

7月 2日  8号墳 ,Eト レンチ完掘。 9号墳 ト

レンチ土層序線引き。 9号墳 トレン

チ埋め戻 し。

7月 6日  8号墳 ,石室などの写真撮影。

7月 9日  8号墳 ,石室実測開始。市教育民生

委員会委員 7名視察。

7月 20日  8号墳 ,玄室 4壁実測終了。

7月 22日  8号墳 ,玄室床面実測。羨道壁実狽」。

7月 28日  8号墳 ,羨道部壁実測終了。 8号墳

石室上面実測終了。

7月 30日  8号墳各 トレツチ土層実測。現場で

の調査終了。



第 2章 青ノ山 8号 ,9号墳の位置と周辺の遺跡
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第 1表  青 ノ山 8号・ 9号墳周辺の遺跡一覧表

遺 跡 名 て唾」FU 所 在 地 遺 跡 の 概 要

1 青 ノ山古墳群 古 墳 丸亀市飯野町,宇多津町青ノ山 古墳時代後期営終末期の古墳群

2 幽 丸亀市土器町 卸 鞠

3 吉岡神社古墳 古 墳 丸亀市飯野町 古墳時代前抑ち全長Ⅸ臆の前方後円丸銅魏 筒形鋼器出土

4 青 ノ 山城 跡 城 跡 丸亀市土器町上分 生駒家の家臣,尾池該蕃の居城

5 青ノ山1号窯跡 窯 跡 丸亀脚 全地下式無段登り窯子 6世紀末～7世紀前半操為 須忘器窯

6 」腎高木塚古墳 古 墳 丸亀市城東町 古墳時代後期,円墳 (径 8m)刀 会1出土, 消滅

7 古 墳 丸亀市土器町高津 肖威。埴輪,高杯など出土

8 翻 丸亀市山北町中原聖池 須恵器散布地

散布地 丸亀市土器町 弥生土器 (後期 )

翻 丸亀市土器町 須恵器散布地

鋤 丸亀市土器町 須恵器散布地

翻 丸亀市土解町 須恵器 ,土師器

翻 丸亀市飯野町 石器 ,石鏃

14 翻 丸亀市飯卿町 秀生時代～中世の上器散布地

翻 丸亀市飯野町 石器 ,須恵器

翻 丸亀市飯野町 石器 ,弥生土器 ,須恵器

古 墳 丸亀市飯野町 かつて数基存在。すべて消滅

古 墳 丸亀市螂 石室石材一部露出。竪穴式石室か ?

石 棺 丸亀市飯野町 箱式石棺。消滅

笈 高  丸  塚 塚 丸亀市飯野町

劉 丸亀市土器町 土師器

行 者 塚 古 墳 古 墳 丸亀市川西町 消滅

散布地 丸亀市郡頻町領家 土師器散布地

24 醐 丸亀市郡家町 土師器

翻 丸亀市郡家町 須恵器

田 村 廃 寺 寺 跡 丸亀市田村町道東 塔心礎 (長径 2.2m,短径 1.9m,高 さ制卿 ;

２７
一
路
一
２９
一
３〇
一
３‐

中 ノ池 遺 跡 丸亀市金倉町 弥生時代前期 ,祭 lllE遺構 ,大溝

平 山 遺 跡 鋤 宇多津町平山 ナイフ形石器 ,石核

聖通寺山古墳 古 墳 宇多津町平山 積石塚 ,円墳 (径20m)

聖 通 寺 城 跡 城 跡 宇郷 下 山城。土塁 ,空濠など残存

平 山 城 跡 城 跡 宇多津町平山 山城

聖 通 寺 跡 寺 跡 宇多岸町坂下西 平安時代創建

３３

一

３４

田尾茶臼山古墳 古 墳 宇多津町茶日山 全長79mの前方後円墳

茶 国 山 遺 跡 鋤 宇多津町茶臼山 ナイフ形石器 ,舟底形石器 ,尖頭器

青 ノ 山 貝 塚 只 塚 宇多津町nfF」

３６

一

３７

西 町 遺 跡 翻 宇多津町西町 土師器 ,須恵器

伊 勢 町 遺 跡 散布地 宇多津町伊勢町 弥生時代～江戸時代の複合遺跡

38 丸 山 遺 跡 散布地 宇多津町青ノ山 土師器
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雛 遺 跡 名 驀璧」FIJ 所 在 地 遺 跡 の 概 要

十楽寺東遺跡 散布地 宇多津町十楽寺 中世末～近世初頭の土器散布地

40 宇夫階神社跡 勘 宇多津町西町 1467年創 建

神 宮 寺 跡 寺 跡 宇多津町西町 宇夫階神社の別当寺

42 安 養 寺 跡 寺 跡 宇多岸町西町 本妙寺の末寺

本 妙 寺 跡 寺 跡 宇多津町西町 城郭伽藍の寺

44 弘 徳 寺 跡 寺 跡 宇多津町西町

郷 照 寺 跡 寺 跡 宇多津町山下

浄 願 寺 跡 寺 跡 宇多津町山下 浄願寺の前身

47 聖 徳 院 跡 寺 跡 宇多津町山下

48 南 隆 寺 跡 寺 跡 宇多津町山下

安 国 寺 跡 寺 跡 宇多津町大門 細川顕氏建立

多 聞 寺 跡 寺 跡 宇多津町大F号 細川頼之の居館跡 ともいわれる

円 通 寺 跡 寺 跡 宇多津町大門 鎌倉時代建立

慈 光 寺 跡 寺 跡 宇多津町大門

西 光 寺 跡 寺 跡 宇多津町網浦 城郭伽藍の寺

普 済 院 跡 寺 跡 宇多岸町十楽寺 細川頼之建立

昴 十 楽 寺 跡 寺 跡 宇多津町十楽寺

鍋 谷 道 場 跡 寺 跡 宇多津町十楽寺 西光寺の前身

V 法 楽 寺 跡 寺 跡 宇多津町本村西

青ノ山は土器川と大束川に挟まれた沖積平野に所在する標高 224.5mの 独立峰である。現在,青

ノ山には23基の古墳が確認され ,群集墳を形成 している。青ノ山 8号 ,9号墳は山頂部に立地する

後期 ,及び終末期の古墳である。

古墳は青ノ山以外に聖通寺山 ,茶臼山 ,飯野山などに築造されている。田尾茶臼山古墳 (全長79

mの前方後円墳 )は青ノ山所在の吉岡神社古墳 (全長50mの前方後円墳 )と ともに前期古墳として

著名である。中期には墓地公園東古墳 ,青ノ山 2号墳が築造されたとされているが詳細は不切であ

る。後期～終末期になると青ノ山には多くの古墳が築造され群集墳を形成 している。

そのような古墳時代の隆盛は弥生時代における農耕経済の発展を基盤としていることは言うに及ば

ない。昭和56年度に発掘調査が実施され ,祭 l‐lE遺構を倹出し,多量の弥生土器を出上した中ノ池遺

跡は三井遺跡 (多度津町 ),五条遺跡 (善通寺市 )と ともに前期の遺跡として著名である。中後期
の遺跡については調査がなく不詳であるが,飯野山西麓や青ノ山東南麓から方生土器や石器が出土

している。近年 ,道路工事現場などから丸亀平野各地で弥生土器が出土 し,弥生時代における文化

圏の広がりが確認されつつある。今後の調査に期待 したい。

弥生時代以前の遺跡はあまり知られていない。

律令政治開始とともに,当該地域は那珂郡に属し,N30° Wの 条里制地割が施行された。田村廃
寺 ,宝憧寺が建立 されている。
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第 3章 青 ノ 山 8号 墳
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第 2図  青ノ山 8号墳地形測量図



1.墳 丘

調査前の墳頂部には安山岩の割石が 7個散在 し,大きいものは 1.2m, 13mを計測した。その

ことから8号墳の主体部は横穴式石室であろうという予測ができた。

8号墳は青ノ山 1号墳から南方約 100mに 位置する。しかし,その立地は山頂から南延する稜

線上ではなく,西斜面上である。地形測量図からも216m以上の等高線は ,それ以下の等高線同

様に北部から直線的に下がるが ,南東部にかけては緩やかに円弧を描いていただろうと推測でき

る。さらに各等高線は第 2図には表現されていない東側で変由点があり,そ の点から右上がりに

なっている。即ち,8号墳は ,稜線から西へ瘤状に突出した緩斜面に築造されているのである。

さらに地形測量図の観察を続けると216.5～ 217.25mFHDの 等高線のみだれが確認できる。そのみだ

れは ,南北 トレンチ発掘調査で周溝に起囚していることが判明した。

周溝の検出により8号墳の墳丘規模は周溝底内側計測で約 12.5mと いう数値が算出された。さ

らに南 ,北 トレンチの周溝間の中点は,玄室の中ιbに 存在することが確認できた。ところで ,墳

丘規模 ,盛土状況を把握するための トレンチは,5本設定 し発掘した (第 2図 )。 その結果 ,周

溝が検出されたのは ,前述の南 ,北 トレンチだけである。周溝は地山を掘 り込み形成されている。

東 トレンチでは,遊戯具が設定され ,周溝予想位置までトレンチを延長できなかった。北西,南

西 トレンチでは,周溝は検出されなかった。以上より周溝は南 ,北 トレンチと北西 ,南西 トレン

ツチ間で途切れたということが推定できる。全面発掘すれば ,所謂 ,東向きの馬断形状溝が検出

される可能性が高い。南 トレンチの溝は幅 1.6m, 深さ30翻 ,底部には薄く黒裾灰色粘質土が堆

積している。 5～ 6層の土質は基本的には同質で,おそらく盛上が流出したものと思われる。土

層序の線引き根拠は主に角礫含有率である。 8層は流下度の高い礫を最多に含む層である。溝底

は,石室の床面とほぼ同レベルで 216.Omを 測る。北 トレンチの溝は幅 2m,深 さ30物 を計測する。

溝断面は南 トレンチ同様 ,墳丘偵Jの傾斜が急でシンメトリーではない。溝底のレベルは南 トレン

チより約65勁高いが ,築造前の地形 レベル差と考えて差 し支えないように思われる。

墳丘の盛土は,5効前後の角礫を多量に含有した茶褐色土あるいは ,賠裾色上である。盛土過

程においては ,一気に盛 り上げられたと推定する。特別に版築工法 ,瓦層積み工法を実施したと

は思われない。

掘 り方が確認できたのは東 トレンチである。石室基底石より約 16～ 0.5mま では傾斜角20°で ,

緩やかに削り,0.5～ 0.4mま では傾斜角75° で掘削 して地山整形を行っている。石室構築過程に

おいては ,裏込め石材はほとんど使用せず 5～ 6層の平行土層 ,所謂 ,版築工法により石室主体

部を補強 している (図版17)。

墳丘盛土からの出土遺物は須恵器の甕 (第 6図① ),土師器片 ,弥生土器片 (第 6図②～④ )

である。須恵器の甕は南西 トレンチ及び ,南西 トレンチと南 トレンチ間の現墳丘上から出土 し,

その出上位置は墳丘裾部に該当する。日頸部から体部にかけての破片が多数出土 している。その

外面は平行タタキロ,内面は同心円タタキロが施され器面調整されている。祭祀的な行事に使用

したものであろうか。土師器は重形土器体部の破片が数片 ,弥生土器は甕形土器の口縁部 ,体部

などや高杯の脚部の破片が数片 ,出土している。実測図② ,①は甕形土器である。口縁部末端が
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1,表土 (病植土 )
2淡茶褐色土
3茶褐色土 (礫含む )
4.暗褐色土 (礫多く含む )
5,暗褐灰色土

6暗褐灰色土 (礫含む )
7.黒褐灰色粘質上
8淡茶色土 (礫多く含む )
9.黄褐色粘質土

第3図  青ノ山 8号墳石室断面図及び南北 トレンチ土層序実測図

1.表土 (賞植土 )
2淡茶褐色土

第 4図  青ノ山 9号墳縦断面実測図

1.表土 (寅植土 )
2淡茶褐色土
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第5図  青ノ山9号墳横断面実測図



第 6図  青ノ山 8号墳墳丘出土遺物実測図

折り返し手法で拡張され ,そ の部分に凹線が施される。①図は高杯の脚部である。高橋譲氏編年

の第 4様式に該当し,弥生時代中期後半に比定できる。

弥生土器は今回の発掘調査における副産品である。さて紫雲出山 ,源氏ケ峰 ,台山など海岸近

くの山頂から,弥生時代中期の上器が多量に出土している。それらは高地性集落と呼ばれ ,戦略

基地的な性格をもった遺跡である。青ノ山も同様な基地的性格をもつ高地性集落遺跡と考えられ

る。困に,青 ノ山山頂からは近年 ,発掘調査を実施した与島 ,羽陸島 ,岩黒島 ,櫃石島など備讃

瀬戸の島々や対岸の岡山県児島半島なども鳥敵できる。

青ノ山山頂からの展望

-9-
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第 8 青ノ山 8号墳石室上面実測図

2.埋 葬 主 体

地山整形は ,西斜面を等高線に対 し垂直方向に掘 り込んで削平 し,石室構築の基礎を築いてい

る。玄室は14の基底石で構成され ,内法 ■8m× 24mの平面プランを呈 している。特徴ある基底

石は玄室と羨道に跨る兼用石である。それは約70翻×70働×40勁の大/_J平板石材で,平面プランの基

準石と思われる。と同時に横長に据えることによって横長の 2面を利用し,かつ安定感を与えて

いる。その上部にも同様の大型平板石が 5個積み上げられている。それらは石室構築時にレベル

を整える示準となっているようだ。羨道は茨門付近が破壊され,長 さ等の規模は不粥である。現

存長4m,幅 ■Om～ 12mで羨道幅は漸次,減 じられている。

石室平面プランは玄室南壁と羨道南壁が一直線 となる片袖形であるが ,玄室の短辺壁と羨道壁

が連結するのは特異である。昭和51年 に青ノ山南裾部で発掘調査を実施した青ノ山 6号墳も類似

の平面プランで L字形石室という呼称で報告されている。

石室石材は全て安山岩である。玄室は 5～ 6段の横口積みで整然と構築され,間隙には丁寧に

詰石を充填している。羨道部の石材は形 ,大 きさともに多様で面取 りも不規貝Jであり,壁は凹凸

を生 じている。羨道北壁は根の圧迫により羨道側へせり出している。玄室と比較すると構築は粗

雑である。石室構築は持ち送 り方式が採択されている。

玄室床面には平坦な5～ 3Cl勁の自然石が全面に貼付されていたと思われる。しかし調査時には ,
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第 9図
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青ノ山 8号墳石室実測図

Щ O・91Z=¬



仕切石付近と玄室北壁際に遺存 しているにすぎなかった。盗掘などによる攪乱のためと推察 して

いる。敷石は重なり合いがなく一面で,ほぼ同レベルを計測 している。敷石は鼓道には検出され

なかった。

玄室には6個の棺台石と思われる石材が 1,lm× 1.8mの 範囲に遺存している。大きさは一様ではない

が ,上面に平坦面を有するのが共通する特徴である。平均的数値は30翻 ×40翻 ×25勁 である。棺

台石は南北方向に 2列配しているが,東狽1列の上面 レベルが 6～ 7勁低い。 2遺体を安置 したの

であろうか。木棺を使用したと思われるが鉄釘など木棺に関わる遺物は検出されなかった。

玄室 と茨道を画する仕切石は長■2m,幅 20～30働 ,高 さ20～ 30勁 を計測する。上面は平坦面で

あるが ,羨道俣Jへ少し傾斜 しているc遺物はこの仕切石周辺に多く出土している。踏切石として

の機能以外に祭祀祭壇的な機能を有していたのかもしれない。

羨道には多数の転落石があり,閉塞石と判断することが困難であった。 しかし,図化 した石群

を閉塞石 と考えた。それらの状況は,仕切石から 1.8m離れた所にほぼ一直線に並ぶ 4石があり,

その西狽Jの幅 12mに 十数石が存在 している。

羨門付近は精査 したが羨門石の位置 ,墓道などはわからなかった。ただ ,刀子 ,須恵器の杯が

羨門と推定する付近から出土しており,墓前祭祀跡を紡彿させる。

青ノ山 8号墳石室
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3.遺物出土状況
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―第 11図   青ノ山 8号墳遺物出土状況図

第■図は玄室及び ,羨道の一部における遺物の出土状況を示 している。遺物は他に羨門付近や

トレンチなどからも出土している。

出土状況の特徴は ,仕切石を中心に遺物が配置されていることである。完形品である提瓶 ,台

付長頸壺 ,有蓋短頸重は玄室側で,ま た無蓋短頸壼 ,臨は羨道側で仕切石に接し原位置を保って

いると思われる。仕切石から離れる遺物は杯が多く,そ のほとんどが半壊 している。また,そ れ

ら(第 11図  2,3,6,7,2124)の 出上 したレベルは床面より約15防高い。さらに 7と 24の杯は接合

できるなどから,そ れらは原位置を保持 しているとは言い難い。

1は短頸壼の蓋であるが,偶然にも東 トレンチの石室基底石裏側から接合可能な破片を出土 し

た。そのことは本墳築造の初期段階 ,即ち,石室の基底石を設置した頃に ,蓋の半分を玄室に ,

残 り半分を玄室外に投じたという事実を物語 っている。 8号墳築造時期はその行為時であると断

定できる。でも,なぜそのような行為をしたのだろうか ,謎である。

4,8は管玉 ,5は金環 ,17は鉄製品 (鉄鏃 )である。 6は器台の可能性もある。10,■は杯の身と

蓋で,蓋が下 ,身が上という重なった状態で出土したがセット関係にはならない。12,13は正常に

蓋された状態で,セ ット関係にある。

羨門付近からは刀子 ,杯 ,墳丘裾部からは須恵器の甕が出土し,墓前祭祀的色彩が強い。
-14



4。 出 土 遺 物

イ

第 12図  青ノ山 8号墳出土須恵器実測図 (Nc l)
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第 13図   青ノ山8号墳出土須恵器実測図 (No 2)

(1)須恵器 (第 12,13図 )

① 蓋 杯 (1～ 14)

1～ 7は杯蓋 ,8～ 12は杯身である。 1,12の月ヽ片 ,7の %片以外は完形或いは接合復原によ

り完形に近い状態にある。 1,2は 器壁が薄く口縁端部内側に稜を持つことでやや古い様相を

塁 している。 3は天丼部が扁平で外面に「 ×」のヘラ記号を有す。 4,5は ともに天丼部から

口縁部にかけてなだらかに下る。 6は器壁が厚く,重量感がある。天丼部のヘラ削り範囲は

%程度で狭い。器高は高く,回 縁部が直立に近い。 7は 口縁端部内狽1に ヘラ状工具による沈

線を廻している。全体的に歪みがある。 8は器壁が薄く精巧である。器面は胎上にほとんど
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砂粒を含まないため非常に滑らかである。焼成は良好で堅緻である。 8の特徴は 2に ついて

もいえる。ロクロ回転方向は 2と 8が左で,他は全て右である。また 2と 8は重なり合った

状態で出上 している,な どから切らかにセット関係にあるといえる。 9の底部外面には「×」

のヘラ記号がある。3と は出上位置が異なるが胎土 ,焼成 ,色調とも類似 しているのでセッ

トと考える。10は器高が低く扁平である。■は5と 胎土 ,焼成 ,色調などが類似 しているの

でセットと考えたい。12は器壁が厚 く,全体的に重みがある。 6と セットか。13,14は 3,9の

ヘラ記号拓影図である。

以上 ,個体数は杯蓋 7,杯身 5でそのうちセット関係にあると考えるものが 4組である。
従って全てセットで副葬されたと仮定すれば,少なくとも8組以上ということになる。

② 台付長頸壺 (15)
器高は 26.5翻 を計る。高さ 18.5勁 の丸底長頸重に大きく開いた台部が鶏付けられている。

日頸部は直線的で壷体部最大径は中央よりやや上位にある。口頸部の上位%及び肩部には浅
いが凹線が一条廻っている。台部には細長い長方形の透 し窓が 3方向に穿たれている。透し

窓の中央とその下部には 2条の凹線が廻っている。長頸こ と台部との接合状態が中軸線から

ずれており,ア ンバランスな様相を呈 している。母神山古墳群千尋支群第 6号墳から類似の

ものが出土 している。

③ 直口壷 (16)

口頸部は短く,外反するが端部近 くで内彎する。端部は平坦面が内傾 し断面が三角形を塁

する。体部は頸部から肩部 ,肩部から底部にかけてやや直線的であり底部も平坦に整形 して

いる。底部外面には指頭圧痕が顕著である。器高 174勁。

④ 提 瓶 (17)

口縁部は短く,内彎気味にのびる。釣状の把手は退化段階途上にある。体部前面は接合部

より約 8肋張 り出し緩やかな弧状を塁するが背面は平坦である。体部は径 17.1勁 で回転カキ

目調整が施されている。整形 ,調整ともやや粗雑である。器高 218働。

③ 感 (18,19)
18は完形で読道側の仕切石に接 して出土 している。口頸部は締った基部からラッパ状に大

きく開き,端部で段をなす。体部は球形で最大径は,ほぼ中央に求められる。円孔は径 1.6

翻で上外方から下向きに穿たれている。19は 口頸部だけ出土 したものであるが,そ の特徴か

ら18と 同様の形態であろうと思われる。

① 短頸重 (20～ 24)
20は短頸この蓋である。前述したが,玄室奥壁際から%片 ,東 トレンチ玄室基底石裏側か
ら%片が出上し,偶然にも接合したものである。やや平坦な天丼部から口縁部は「 く」字形
に屈曲している。暗い灰青色で口径 ■.7勁。 21,2224はイ零養顕壼。日頸部が短く,体部上位
で肩を強く張り出した扁平な形態は共通している。 21,24は蓋をした状態で焼かれた痕跡があ

る。 2122の肩部は回転カキロ調整。23は無蓋短頸壷。焼成は軟質で淡黄灰色である。口頸部

は外反気味に立ちあがり,端部は厚味を増し丸くおさめている。口頸部から肩部にかけては

なだらかである。器高 9,4勁。

須恵器の特徴については,須恵器観察表 (第 3,4表 )に まとめているので参照されたい。
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ガラス製臼玉計測値

管玉計測値

ガラス製小玉計測値 CrlullD

計測値

径 四千離 切目幅 色 調 な ど

200
細身の飯烙に金箔。但し金餡はほ

t写が魚釜邸呼寧移

第 2表  装身具計測一覧表

9)装身具類 (第 14図 )
① 管 玉
2個出土。計測値によれば径 ,長 ,孔径ともにほぼ同じ大きさである。孔は一方から穿た
れた傾孔である。我面は2の片方が漏斗状に凹んでいる以外は平坦でよく研磨されている。
碧玉製で濃い緑色。

② ガラス製国玉
11個検出。色調は全て不透明の紺色である。大きさは径 6.5～ 10,l mm,長 44～ 70 mmで個
個にばらつきがあり不揃いである。形状も個性的で平面観で円形 ,隅丸方形,楕円形など,
偵1面観で直線型 ,円弧型 ,左右アンバラス型などを呈している。穿孔は一方からなされている。
③ ガラス製小玉
5個検出。 5個の計測値幅は径 30～46 mm,長 21～3.2 mm。 色調は全て異なるが黄色系統 3,
青色系統 2に分類できる。

① 耳 環
玄室南東隅付近から1点出土。径 2勁 ,断面径 2.5 mm。 2箇所で折れていて 3片 よりなる。
細身の銅芯に金箔を渡金している。表面は金箔がほとんど争」離し,銹化による淡い緑青をふ
い てい る。

環

番 号 径 長 孔径 調色

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

8.1

9.8

10.1

84
81

81

6.5

85

83
71

68

7.0

6.2

50
60

67

4.4

4.5

50
7.0

55
65

０

２

３

０

８

０

７

４

８

３

０

紺色 (不透明 )

紺色 (不透明 )

紺色 (不透明 )

紺色 (不透切 )

紺色 (不透明 )

紺色 (不透明 )

紺色 (不透明 )

紺色 (不透明 )

紺色 (不透切 )

紺色 (不透切 )

紺色 (不透明 )

llllll)

1

2

95
85
260
25.5

10^V2.2

11-26
濃い緑色

濃い緑色

1

2

3

4

5

44

3,0

38
46

4.0

22

21

21

32

28

10

08
1.0

15

1,4

淡黄色 (不透切 )

黄 色(不透男 )
黄緑色(不透朝 )

淡灰青色(不透切 )

淡紺色 (不透明 )
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(3)鉄製品 (第 15図 )
① 刀子 (1,2)
2点出土。 1は完形で刃長

72勁 ,刃幅 i2勁 ,茎長 35勁

を計る。茎には木質が付着 し

ている。 2は 刃部の一部であ

る。刃幅は 1と ほぼ同幅の12

勁を計るが ,刃長は長くなり

そうだ。

② 鉄 鏃 (3,4)
完形のものは出上 していな

い。 3は鏃身部の大半及び茎

部を破損 している。鏃身部の

形状は刀子式と思われる。箆

被部は断面長方形で長い。 4

は鏃身部が完存 している。鏃

身部は剣先状を呈 し,片丸造
りである。鏃身長 28勁 ,鏃身

幅 10掃。

第 15図 青ノ山 8号墳出土鉄製品実測図

―和整貫嫁!|1喜
ユ
|

一一一，柱攣

盈
鰺
響

誇慕基歳1透 |―ぇ
第16図
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実‖Jrfサ 醒 名  駒〔 出 I:地点 法 比ぐじ 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 1々 備 考

1

J■杯(わ 市jサ/rF Ⅲll` II fヽ  14
器 l tt  40
(仝て復原fra)

恭軍か沖い。 :I「F/h郡四 llBに
は稜線段が確認できる。

残存部はすべて側IArデ lJllr。 ロタロ卿転 万同⌒明
色調 内外面 ―浜灰色
胎生  l～ 2山の砂粒を着干
台む

焼成 良
庁●7紺薦

=″
瀬

2 240

蓋杯④ 玄  イモ ll 子と 139
イ: Ⅲ1  41

器薄なためシャープでスマー

トである。子れ搬増部内側には

段を布す。

天丼部外面/回転ヘラれJり .H
犠。他は側転ナア調推。

,ク ロ臣J転 左方向
色調 内雨―紫灰色
外面―青灰色

胎 L ほとんど砂粒は合
=な
い

焼威 良好
係身h8と セタト
天丼甜内面にヘラ結矛協侵

3 24②

益杯 ⑬ 玄   空 II 径  ユ41
器 I●  35

器萬が低 く、やや用平な懸が

ある。 rI縁端部内側には組 く

浅い沈線が走る。

天丼部外画%回転へ7薦1り 調
整。他は回転ナア調笠。

ロクい回転 右万同
色調 内外面―青灰色
胎± 2“経産の砂粒をかな
り合む   

‐

焼威 良
係身h9と セット
天丼都外離 Xめら,描き換様

4 24③

蓋係 Cつ 玄  =I 「〕 径 148
器 高  42

天丼部から口撤部にかけて全

体的になだらかに下 り、口緑

増部は九い。

天丼部外面%回転ヘラ
"1り

謁

雛。他は回転ナデ調整。

ク

調

上

瀞

停
色

胎

樺

口回転 右方向
内外面やや暗い灰青色

5山大の砂を着干合む
感

5 240

蓋杯 ⑪ 玄雪:及び

玄円付近

の羨節

:: f帝  ユ43
器 高   2

口撤部は天オ郡に比して器霊
が薄くなだらかに下るが、増
部付近でやや内用する。

天丼部外雨/回転ヘラれJり 調
集。他は回転ナデ調糖。

ロク
'回転 石万同

色調 内外面―淡脅医色
胎± 2～ 8口大の砂粒を若
干台む

焼成 Ft
杯身監 Hと セフト

24⑤

蓋係∞ 玄rJ那付

近の洪 irl

口 径 14.4
器 Iヽ   4.8

器壁が厚 く、玉Ll感がある。

器高が高い。口撤部は八字形

で端部は九↓・.

天丼部外面/回転ヘラ蘭Jり 調
笠。他は回転ナデ調霊。

,ク ロ回転 右方向
色調 内面―青灰色
外面―コ沫難 青灰色

胎±  1～ 2日程度の砂粒士
若干合む

焼威 良
林身に 12た セゥト

7 240

益杯⑪ 妖円付近 1, 1装  14.4
器 占  38

瞬撤部はやや内需しながら下
がる。始部は丸くおさめるおヽ

内側にはへ,正具による綱く
鋭い沈様が走る。全体的に歪

天丼部分面%回転ヘラ市Jり 調
雛。他は回転ナデ開催。 li縁

部の回転ナデ調雛は狙とつで、

外面は波状を塁 している。

ロク
'Ittl転
 右方向

色調 内外画―浜青医色
胎± 1～ 2Bの砂粒を考干
台む

24⑦

益杯働 ) 玄  11 口 径 124
器 占・ 40
受部fr 144
たりあがりA

■0

掛雌
'〔

薄く、精巧である。た
ちあがりは極めて薄く,外反
ぎみに内傾する。内面のたち

あがり基部にヘラ状工共で境
をつける。受部はやや外上方

氏部外面%回嘱トラ朋り詢 trr。

他は回転ナデ調整。

ロタロ回転 と方向
色調 内両―索灰色
外m―黄灰色

胎上 ほとんど砂粒は合まない
焼成 長好

240

林ITく身) 族問付近 ‖ rヽ  12.0
器 高  38
受部任  14?
たちあが り出

1.0

たちあがりは太くr〔線的で、
内傾する。受郡I主短かく、ホ
平ぎみにのびる。

氏部外hiχ卜1幅トラ碑Jり 引urf。

他は同怯ナデ調縦。

ロタ,回転 右方向
色調 内面―青灰色
外面―医青色

胎土  ユ～ 6田
焼成 re
庄部外面にXのへ ,描き棋機

24◎

益杯鋭 ) 玄  主 W iヽ  131
器 高  36
受部任  153
たちあが り高

たちあお` りは短 かく内tr「為

受部は短か く水平で、増部ti

丸い。全体的に番壁が薄 く、

特に残部は薄い。 XIl高が低い

低部外面%回躊 ラ市Jり 醐絲。
他は回転ナデ掘霊。嵐部外mi

には自然油がかかる。

ロクロ回転 右方向
色調 内面―灰色
外両―青医色

胎± 2～ 3田の砂粒を含む

24⑩

蓋杯 9) 玄  11 I】 従  124
器 占  42
受紹fモ  148
たちあが り占

12

たちあが りは比彼的長く直線

的 ある。受部は斜め上方ヘ
のびる。監部は丸みがあり漂

みを感じる。

氏部外面%回転トラnuり 調ff。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転 右方向
色調 内面―医色
外面―青灰色

胎± 2～ 3"の砂粒を者千
台む

焼威 良
抹書は 5ナ セ ,ト

蓋採 9) 前 庭 部 口 任  13.0
器 高  4.3
受部任  150
たちあが り高

全体的に掛壁が厚 く。虹量感

がある。たちあが りは内傾 し

てのびるが端部で外反する。

受部は大 く短かく、水平に張

嵐部外面χ回転ヘラ薔じり醐ff。

他は口伝ナデ調整。

ロタロ回転 右方向
色調 内外面―青医色
胎■  1～ 2コの砂流を考干
全if

第 3表 青ノ山8号墳出土須恵器観察表 (Na l)
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翻 孵 副梶 鰐 名  称 出土地点 法 量(cD 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 考備

1 1

(全て復原値 )
り出す。 焼成 史

反転復原突測

杯益AI1 6と セットか

15 25◎

台付長預

蔓

玄   室 口 径  89
器 占 265
W頸部内 30
11躙基酪徒 58
体部径  153
台蔀占  80
台部底径 62

W顕部は直線的にのび、端部
は九味をもつ。口頸部中央や

や上方とんf部には各々渋い四

線が一条めぐる。r,部 Ikハ ッ

ツケにによるもので、ラッパ

状に大きく広が り、内端部で

接地する。合認には、驚」長い

長方形スカンを 3方向に穿子し
している。スカン窓の中央と、

下部には各々 2条の凹線がめ

ぐっている。台部の位世が提

頸tの 中軸線とずれ、全体的
にアンパランスを感じさせる。

体部外Hl%は四1転ヘラ商1り 調
整。他はと,転 ナデ調整。

Pク ロにI転 イf方向
色調 内外hi― 古灰色
胎 |: 2 naれ !度の砂粒を持 r

台む

焼成 長
一部に自然釉がかかる

25②

ft口 抵 玄   室 134
174

径

高

口

器

E頸 部は外反気味にのびるが

中央で内彎気味に病山する。

端潮

“

ようF担 脩iが内傾 し、その

上部は鋭 く尖が り、下部には

突出 した段を有する。底部は

やや平担に仕上げている。 41・l

部は広くと、くらみなだらかで

ある。

体部外憩i%は卿転ヘラ削り調

整。他は回転ナデ調整。底部

外血fに は指頭圧痕が認められ

る。

ロクロⅢl転 ち二方向
色調 内外出i―灰色
胎 ■ 4“ nrl!度 の砂粒を少 し
合む

焼成 やや不良

17 25④

玄   至 口 径   72
器 径  218
基認径   52
体部径  171
体部厚さ 120

口顕部は比較的短か く、内彎

ぎみに開き、端部は九い。把

手は退化 し、カキ形の突起を

塁する。

W頸都及びカギ形突起はハリ
ツケによる。体部外面は全面

に回転カキ日調整。他は回撼

ナデ調整。

FIタ ロ回転  イiブデ向
色調 内外画―灰色
胎■ i～ 5口nの砂粒を合む
焼成 長

25③ 摩

ヱ ra部何

近の羨適

口 径  133
器 高  155
基部径   40
体部最大径 88
孔 径   16

口預部は基部がHEく 、ラッパ

状に外反 し、端部で段をなす。

体部は球体を呈 し、その最大

径は%に求められる。rJ孔は
最大f造のやや上部にあり上外

方から下内方に穿孔されてい

体部外面/は回転ヘラ肖Jり 調
整。他は回転ナデ調整。

pク ロ

“

J猛 右方向
色調 内外由I― 背灰色
胎■ 砂粒やや多く含む
焼成 良

慇

前 庭 部 復原 rJ径 120 Ne 18と 同様な器形であると思
われる。 W顕部

`■

ラッパ状に

外反 し、端部で段を有してい

る。

残存部はすべてに1転ナデ調亀 ロクロ

“

1転  方向不明
色調 内外 lal― 淡灰色
胎 上 砂本むWiとんど台まなヽ
焼成 良
反拡復原突測

24①

有頚生益 玄宅及び

東 トレン
`J 
径  117

賠 I再  33
1,縁部はやや平担な天丼削か

ら「 く」
!´形にまがる。

天丼甜外面%回転ヘラ削り調
控。他はLWI転 ナデ調整。

7ク ロトJ転 イf方向
色調 I均外とi― 灰青色

胎土 I～ 2日おの砂粒を含む

21 26②

有蓋短顕 玄   室 口 径  86
器 高  92
体部最大径

156

口頸部は短 く、内傾する。

体部上位に強 く張 り出 した届

を有す。

肩部から体部中位にかけて回

転カキロ調整。底部外面/は
回転ヘラ削り調整。他は回転

ナデ調整。養をして焼成 した

痕跡あり。

P夕 P回転 右方向
色調 外面肩部―淡灰色
他はR音青灰色

胎± 3～ 4 ntl大 の砂粒を少
し含む

焼成 良
体部外面に自然釉

26①

有蓋短顕 玄   室 B 径   88
器 高   85
体部最大径

146

口頸部は短 く、内傾する。

体部上位にやや強く張 り出し

た眉を有す。口縁端部の上面

観は精円形を呈し、焼き歪み

を示している。

肩部から体部中位にかけて団

拡カキロ調整。底部外画/は
回転ヘラ削り調整。他は回転

ナデ調整。

Pク ロ回転 右方向
色調 外面肩部―口頭部―
―淡灰色

他は暗青灰色

胎± 2～ 4戯口の砂粒を若千
含む

焼成 長
外面全体に自然紬

25①

無蓋短顕 玄門部付

近の羨道

口 径  88
器 高  94
体部最大径

125

口顕部は短 く、やや外反する。

酒はあま り張 り出さず、底部

に至 る。

底部外面/回倅 ラ削り調整。
他は回転ナデ調整。

ロクロ回転  右方向
色調 淡黄灰色
胎±  1～ 2E口 の砂粒を若干
含む

焼成 不良

26③

石歳組 頚 玄   室 口 径  90
器 高  95
体部最大径

148

口頸都は非常に短 く、直立す

る。体部上位にやや張 り出 し

た肩を有する。体部中位から

下位にかけてはややふ くらみ

を感 じさせ る。

底部外面/回倅 ラ削 り調整。
他は回転 ナデ調整。蓋を して

焼成 した痕跡有 り。

Pク ロLEl転  右方向
色調 内外面 ―青灰色
胎±  1～ 4苗色の砂粒をやや
多 く含む

焼成  良
肩割に自然釉

第 4表  青ノ山8号墳出土須恵器観察表 (血 2)
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第 4章

M劇 .

が

紅

一

青ノ山 9号墳は青ノ山 8号

墳より南へ約40m下った尾根

筋にあたる標高 21l mの緩斜

面に築造されている。

発掘調査前の地形観察では

墳丘は西～南に僅かであるが

残存 している感があった。そ

のことは地形測量図でも窺え

る。 しかしトレンチの上層観

察からは確認できなかった。

本来の墳丘盛上は完全に自然

流失したと判断 したい。この

ように墳丘は不明であるが ,

築造時の規模は石室規慎など

から10m程度であっただろう

と推定する。

埋葬主体は横穴式石室であ

る。石室の主軸は南北方向で

あり,開 口方位は南である。

筑存す る石室規模は玄室長2.6

m,幅 0.9m,羨道部は不切
である。地山を断面L字形に

売削することにより古墳築造

基盤を築いている。横 ■4m,

高さ0る m,奥行き0.8mを

計測する奥壁石はその最奥部

へ安定感よく据えられている。

側壁石は奥壁石を支えるよう

に設置され,内面が直線にな

るように構築設計されている。

狽]壁石は大きいものでも範勁

程で比較的小さな安山岩が使

090m_

用されているといえる。基底石だけの遺存のため上部の状況は不明である。床面は削平面を叩きし

めただけで敷石等の特別工作はしていない。出土遺物は皆無である。

築造時期は出土遺物がないので明確でないが,石室規模 ,立地状況などから古墳時代終末期と推

定 している。

一

イ

メ

叫
/

2050m,

第 17図   青ノ山9号墳地形測量図
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第 18図  青ノ山9号墳石室上面実測区

育ノ山 9号墳石室実測図
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第 5表 育ノ山古墳群一覧表

古  墳  名 支 群 名 墳 形
〔刃記お妥もB包 ;

一局
うｍ

標

て
口
位

開
方

石 室
lml
石室平面プラン 築造時期 発掘調査の実施 言

田 葬 口口 備 考

全  長
玄 室

長さ ×幅 X高 さ
道
さ

羨
長

青ノ山 1号墳

山

頂

支

群

1号 墳
う

方
て
220 南 6.0～ 2.5× 工5× ■5 両 袖 6C末 須恵器 (杯、高杯 )、 金環、鉄釘 整備保存

青ノ山 8号墳 2号 猿
，

円

く 217 西 6.5～ 2.5× 2.0× 1.6～ 40 片袖 (L字形 ) 6C後半 昭和 57年度 須恵器 (杯、短顎壷、直口重、台付長頸壼、提胤 臨 )
刀子、鉄鋏、金環、玉類 (管玉、ガラス玉 )

整備保存

青ノ山 9号墳 3号 墳
，

円

く 211 南 2.OXl.0 終 末 期 昭和 57年度 な し 整備保存

津

墳
多障
号
ノ青

２ 4号 墳
の
円

く
209 南  東 25Xi3X■8 終 末 期 整備保存

6号 円 墳 202 3.OXl.0 終 末 期 S58発見
基底石石列が遺存

津
墳
多峠
号
ノ圭自
５

5号
墳
う

円

く
190 南 6.2～ 3.2X12Xl.3 無袖に近い両袖 7C中葉 昭和 57年度 須恵器 (杯 )、 耳環、鉄釘、人骨 (歴骨、上膊骨、大

腿骨、頭蓋骨片、助骨片 )
整備保存

青ノ山 2号墳 7号 150 (285XO.5～0,7XO.65) (堅 穴 ) 須恵器 (壼 )、 耳環、鉄釘

宝 塚 古 墳
宝

塚

支

群

1号 円 墳 6C後半
～ 末 須恵器 (杯、長頸壺、平瓶 )、 鉄刀、刀子 石室側石の石列が遺存

2号 円 墳
(25′～30

68 墳頂と石室石材あり

3号 (箱 式 石棺 ) 石棺石材露呈 (5石 )

4号 円 墳 38 西 66～ 4.2× 3.0 須恵器 (杯、提瓶など )

西
麓

支

群

1号 138 61～ 3.3X2,4 片 袖 か  ? 6C末 土師器 (高杯 ) 呈細聴
５８
室
Ｓ
石

2号 112 3.6～ 22× 工3 片 袖 S58景:見
石室露塁

3号 10 須恵器

青ノ山 3号墳
鞠
西支群
1号

墳

の

円

く
18 6C後半 側壁石、天丼石が露出

青ノ山 4号墳
南

麓

支

群

4号
墳

め

円

く 南南西 幅 1.4 6C後半

3号 円 墳 期殿
５８
石

Ｓ

２

青ノ山 5号墳 2号 円 墳 南南西 75～ 3.5× ■6～ 17X■ 7 両 袖 6C後半

青ノ山 6号墳 1号
墳
夢

円

く
西南西 46～ 22× i4× ■5 片袖 (L字形 ) 6C後半 昭和 51年度 須恵器 (杯、短頸壼、広日壺、長頸重、提瓶 )、 武臭(太

刀、鉄鏃 )、 馬具、玉類 (管玉、ガラス玉 )
整備保存

青ノ山 7号墳
塚
群
竜
支
1号 墳

う
円
く 南  西 95～ 3.8´ヤ39× 24× 25 両 袖 6C後半 昭和 54年度 須恵器 (杯 )、 高杯、長頸壺、土師器甕、金環 消 滅

地
墳
墓
古
山
東
ノ
園
青
公

靱
東支群
1号 円 墳 88 (箱 式石棺 ) 5 C ガラス玉 4個

麓
群
東
支
1号 )(箱 式石棺 消 滅

吉岡神社古装
前方後
円墳⑭

4C後半
～ 末

度
査
眸
調

純
皇皇

昭
測 筒形銅器、銅鏃、鉄剣、鉄鏃、刀子
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昭和58年 3月 現在 ,青 ノ山は23基の古墳が

確認され,青ノ山古墳群と呼ばれている。

(第20図 ,第 5表 )。 青ノ山古墳群のうち ,

大部分が横穴式石室を持つ後期～終末期の古

墳である。墳丘径 10～ 15m,石室長 6m前後

の円墳が主で概 して月ヽ～中規模古墳群 といえ

よう。

その中にあって青ノ山 7号墳 (竜塚古墳 )

は卓越している。青ノ山 7号墳は土砂採取に

より消滅 しているが,昭和54年度の調査概報
※6

によれば ,墳丘径25m,石室長 9,6m以 上であ

る。十分に巨石墳の範疇で提えることができ

る。新官古墳 (坂出市 ),椀貸塚 ,角塚 ,平

塚 (大野原町 ),久本古墳 ,山下古墳 (高松
※7      ※8

市 ),中尾古墳 (寒川町 )な ど県内には巨石
※9

墳とよばれている古墳が19基 ,確認されてい

る。それらは各地域の比較的低地に立地 し,

古墳群を伴っていない。 7号墳の場合 ,青 ノ

山古墳群として捉えられる点は異色である。

また近距離に青ノ山 1号築跡があり,所謂 ,
Ⅸ10

大型横穴式石室を持つ古墳と窯跡の有機的関

係として把握できる。

墓地公園付近には ,7号墳以外に,墓地公

園東古墳 ,青ノ山 3～ 6号墳がある。墓地公

園東古墳は箱式石棺で 5世紀代の古墳 とされ

ている。青ノ山 6号墳は,8号墳と伺様のL

字形石室を持つ古墳である。第 6・ 7表は最

近 ,発掘調査を実施した古墳を中心に県内の

後期古墳の一部をまとめたものである。第38

図は,そ れらの石室平面プラン模式図である。

昭和58年 3月 現在 ,第 6・ 7表以外の未発掘

調査古墳をも含めて ,県内においてL字形石

室を持つ古墳は青ノ山所在の 6号墳 ,8号墳

の 2基だけである。筆者が入手している情報

内では,浦山 5号墳のようなT字形石室の報
※11

告例は多いが,L字形石室例は全国的にもぁ

第22図   青ノ山 6号墳石室実測図

ヒIヨ
=EI」 =====Jコ

青ノ山 7号墳石室実測図

青 ノ山 6号墳

第21図

イ

第23図

山

-27-
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まりない。極めて特異な石室タイプであると

いえる。なお 6号墳 ,及び 8号墳は石室平面

プラン以外に ,開 口方位 ,副葬品 ,築造時期

など類似点が多く,特異集団である豪族墓と

考えることができる。青ノ山 3,4,5号墳は ,

全て横穴式石室の石材が露呈している。 5号

墳西方の尾根先端平坦地にも花高岩が 2石露

出しており,古墳の可能性がある。

青ノ山北西地域には宝塚古墳をはじめ 4基

の古墳が確認されているが ,詳細は不粥であ

る。

青ノ山西麓中腹には,2基の古墳が存在す

る。それらは山頂へ至る林道を挟んで上下に

あり,と もに石室石材が露呈 し横穴式石室

(片袖形 ?)の様相を呈 している。

山頂付近には ,本概報で報告 した青ノ山 8,

9号墳以外に ,青 ノ山 1号墳 ,青ノ山宇多津

第2(日 青 ノ山 5号墳

第2フ図 青ノ山 5号墳西方の古墳 第2〔掴 青ノ山西麓中腹の古墳 (林描 卜)

第 2〔図 青ノ山北西地域に所在する古墳 第3C口 青 ノ



第31図 青 ノ山 1号墳

第32姻 育ノ山宇多津 4号墳

第33図 青ノ山宇多津 4号墳東方の古墳

育ノ山宇多津 5号墳石室実測図

第 35図  青ノ山 2号墳

5号墳など総数 7基が存在する。 1号墳は一

辺15mの 方墳で,墳丘基底部に石列が認めら

れる。主体部は南に開口する両袖形の横穴式

石室で,玄室長 25m,幅 i5m,高 さ 15m,

羨道長 35m以上を測る。未発掘調査古墳であ

るが,須恵器の杯 ,高杯 ,金環 ,鉄釘を出土

している。築造時期は 6世紀末頃と推定され

ている。 1号墳は,青 ノ山古墳群中 ,最高所

(標高 220m)に 立地するなど,青ノ山古墳

群を代表する象徴的な古墳である。

青ノ山宇多津 4号墳は,山頂駐車場から山

頂へ至る遊歩道の右にあり,整備保存されて

いる。最近 ,そ の東30mに 横穴式石室を持つ

古墳が 1基発見された。昭和57年度に発掘調

査された青ノ山宇多津 5号墳は円墳(径 10m)
※ 12

で横穴式石室を主体部とする。石室規模は玄

室長 32m,幅 工2m,羨迫長 30m以上で,無

袖形に近い両袖形プランである。これら3基

と本概報で報告 した 9号墳は標高19o～ 21l m

に存在 し,古墳時代終末期の築造という共通

特徴を有している。それらの古墳から南斜面

を下った標高約 150mに青ノ山 2号墳がある。

埋葬主体部は竪穴式石室状を呈するが染造時

期等の詳細は不明である。

以上 ,青ノ山古墳群を山裾から山頂へと順

に経ダ」したが ,平面的立地状況などから支群

として捉える考え方がある。山頂支群 (7基 )
第 34図
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第37図  母神 山古墳群
第36図  浄願寺山古墳群

宝塚支群 (4基 ),西麓支群 (3基 ),墓地公園西古墳群 (1基 ),南麓支群 (4基 ),竜塚支群

(1基 ),墓地公園東支群 (1基 ),東麓支群 (1基 )に 区分できる。支群についての考え方は ,

今後,十分に検討 しなければならないが一試案として掲載した。

最後に青ノ山古墳群としての特徴をまとめておく。青ノ山古墳群は,独立峰に山頂支群をはじめ

8支群で形成されている。山頂立地例としては高松市浄願寺山古墳群がある。浄願寺山には約50基の
※13

古墳が標高 239.67mの 山頂部に群集している。全て横穴式石室を持つ円墳で 6世紀後半～ 7世紀前

半に築造されたものであると推定されている。両古墳群ともに,後期群集墳でありながら,山頂立地

という立地上の特異性がある。

観音寺市母神山には 4支群61基の古墳が確認されている。支群によっては玄室が胴張 りで,二重
醤(14

敷石を持つ古墳が主流を占める。そのような特異な石室構造は,地域性或いは被葬者集団固有の

型と推定する。青ノ山古墳群における 6号墳 ,8号墳の特異なL字形石室構造についても同様のこ

とがいえるのではないかと思われる。青ノ山 6,8号墳の石室プランは特異な被葬者集団に起因する

ものと考えたい。

さらに浄願寺山古墳群には隣接地域に石船塚 ,猫塚 ,鶴尾神社 4号墳などの朝 帖墳群である石清
※15

尾古墳群が,一方 ,母神山古墳群には,前方後円墳の瓢箪l~4が存在 し,そ れらは両古墳群形成に大

きな影響を与えたことは明確である。青ノ山古墳群における前方後円墳である吉岡神社古墳の存在

も同様な位置付けができよう。

青ノ山古墳群中,約半数がこの 2～ 3年に発見されている。新たな発見と資料蓄積により青ノ山

古墳群の全容も次第に浮きば りにされるであろう。今後の調査 ,研究に期待したい。
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第 6表  古墳時代後期～終末期における古墳一覧表 (Na l)

墳古 名 所 在 地 墳形(規模m) 立 地 (標 高 m) 開口方位
室玄 道鍍

石室 平面 プ ラ ン 築造時期 他のそ葬
百
田

長  m 幅  m 長  m 幅 m

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ナ|1北 1号 墳

原  間  古  墳

藤 井 古 墳

大 末 3号 墳

大 末 4号 墳

奥   12号  墳

奥   15 号 墳

奥   16号 墳

中 尾 古 墳

緑 ケ 丘 古 墳

引 田 町

大 内 町

白 鳥 町

寒 川 町

〃

〃

〃

″

〃

長 尾 町

円

円 (12～ 13)

円

円 (12)

円 (11)

円 (6～ 8)

円

円

円 (20ハツ  )

円 (12～ 13)

裾根

山
　
屋

上

部 (31)

緩 や か な尾根稜線上

〃

尾 根 稜 線 鞍 部 (85)

尾 根 先 端 近 く(70)

尾 根 先 端 (55)

緩やかな尾根先端 (48)

尾  根  先  端

南

東 南 東 3.3

3.3- 4.0

2.36

2.58

3.0

2.2

2.15

5,2

3.2

1.4 ～ 1.6

2.06ハ▼2.14

1.42～ 1.6

0,92-1.18

1.15

1.3

0,9

2.8 ハV3.0

1.9

4,0-

2.5～

５

　

　

８

０

　

　

０

　

　

０

６

　

　

８

　

　

４

１

　

　

４

　

　

３

1.2

1.14

0.96-1.04

0,84

1.15

0,8 ハ‐1.0

0.6 -0.8

1.9

0.8

無袖に近 い両袖

左  片   袖

右   片  袖

両     袖

右  片  袖

袖
　
袖片

両
　
左

袖

袖

両

両

6C末

6C後半

6C末

6C末

6C末

6C後半

須恵器 (杯、高杯、短頸壺、提瓶、平瓶 )

須恵器 (杯、提瓶、直口壺、横瓶、高杯 )尋環、鉄鏃、
刀子

須恵器 (杯、提瓶、短頸壺 )

須恵器、鉄鏃、馬具

須恵器 (杯、壺、提瓶 )鉄剣、馬具、金環、玉類 (管
玉、切子玉、勾玉 )

須恵器 (杯、こなど)馬具、鉄鏃、刀子など

須恵器 (高杯、杯、姿、壼 )ガ ラス小玉、鉄刀?

写F嚢崇T苅曇T土磐でプ弓女墾琴靖ヽ甕兆鉄鏃、
11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

陰 浦 1号 墳

陰 浦 2号 墳

前 山 1号 墳

西 土 居 2号 墳

西 土 居 6号 墳

石 塚 2号 墳

勝 負 谷 1号 墳

中 山 田 4号 墳

平 木 1号 墳

平 木 2号 墳

″

″

〃

三 木 町

〃

″

〃

高 松 市

〃

″

5～ 6 )

10)

円

　

円

円 (

〃

陵  斜  面 (116)

や か な 尾 根 (75)

″     (80)

谷に面する南斜面 (104)

丘 陵 台 状 部 (102)

丘 陵 先 端 部

丘 陵 南 斜 面

面 (斜東根尾

丘
　

緩

南 南 東

南  東

南 南 東

西 南 西

南 南 東

南 南 東

東 南 東

南

南

(

2.4

3.0

2.76

箱 式

2.0

2.5

3.4

4.2

3.0

0.6

雪棺

ハツ0,75

0,8

1.2

長 2

08

1.0

1.8

19

1.28～ 1.4

1.8

2.5

6m  小

工2′W

4.5～

26～

0.96

1.1

口幅 0.56

06

1.9

1.36

一
　

　

一

, 0.63■n)

右   片  袖

無      袖

両     袖

両     袖

両     袖

両     袖

袖
　
袖
　
袖

片

無
　
右
　
両

終 末 期

終 末 期

終 末 期

終 末 期

終 末 期

7   C

7C前半

7C前半

須恵器 (林、長頸壷 ス土師器

須恵器(杯、高杯、平瓶X土師器、金環、刀子

須恵器(林 x鉄釘

年纂拾ぎ窃塾鸞 徐鍵、
須恵器 (林、提瓶 )

須恵器 (

須恵器 ( 高杯、小型台付長頸壼 )

須恵器 (小型長頸壺L大型長頸壺、平瓶、中型甕ス鉄釘

金
う歎迩

刀子、初

杯

　

杯

21

22

23

24

25

26

久 本 古 装

山 下 古 墳

八 王 子 古 墳

万 塚 古 墳

城 所 山 2号 墳

神 懸 古 墳

〃

″

香 川 町

〃

香 南 町

坂 出 市

円 (20～  )

円

円 (12)

円

円

水   田  中 (15)

丘     陵 (22.5)

丘 陵 西 端 (70)

丘  陵  先  端

尾 根 先 端 (126)

尾  根  先  端

南
　
南
　
西
　
　
　
西

4.6

5.05

3.2

2.5

3.3

3.5

2.7

2.55ハツ2.[

1.7

1,7

1.5

1.1

52′～

4.0

1.3

75

2.5

2.2

1.5

1,0

1.

1.0

右   片  袖

左   片  袖

左   片   袖

無袖に近い両袖

袖

袖

両

両

6C末

6C後半

終 末 期

終 末 期

6C後半

7C初

須恵器 (杯、高杯、長頸壺、短頸壺、提瓶、平瓶、横
瓶 準 鏃、刀子、承台付鋼腕など

須恵器 (杯、高杯、提瓶 )弄環、玉類 (切子玉、ガラ
ス玉 )

星憂奮券象輩明瑛ガも議澤翫斧
瓶、長頸靖x金環、

須恵器(杯、.提瓶など)、干環、玉類、鉄鏃、刀子

須恵器(杯、高杯、靖、甦、長頸壺、平瓶 )、金環、鉄釘
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第 7表 古墳時代後期～終末期における古墳一覧表 (Na 2)

墳古 名 所 在 地 墳形 (規模 m) 立 地 (標 高 m) 開口方位
室玄 道羨

石 室平面 プ ラ ン 築造時期 他のそ葬
百
田 日口

長  m 幅  m 長  m 幅  m

27

28

29

30

真 伏 古 墳

新 宮 古 墳

サギノクチ 1号墳

タ テ ハ 山 1号 墳

坂 出 市

″

〃

〃

円 (10.5)

円 (20)

城 山 西 麓

尾 根 突 端 (3の

山 裾 西 斜 面

ケ テ ハ 山 の 西 斜 面

南  西

南

2.8

55

3.8

2.0

2.0

ハシ2.5

ハΨl.8

1.5

３

　

　

４

1.0

).8 ～ 1.8

袖
　
袖
　
袖

片右
　
両
　
両

6C雛 懲 降巽    誂 !梁護

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

浦 山 5号 墳

岡 田 井 4号 墳

青ノ山宇多津 5号墳

青 ノ 山 6号 墳

青 ノ 曲 8号 墳

青 ノ 山 9号 墳

岡  1  号  墳

宮 が 尾 吉 墳

王 墓 山 古 墳

山  辺  古  墳

綾 南 町

〃

宇多津町

丸 亀 市

″

″

善通寺市

″

〃

山 本 町

円 (14)

円 (10)

円 (12)

円 (11)

円 (15)

円 (12)

円

前 方 後 円墳

円 (10)

台 地 先 端 (42～ 44)

山頂近 く東斜面 (188)

丘 陵 状 尾 根 (52)

山 頂 近 く(217)

〃     (211)

丘 陵 先 端

独 立 小 山 塊 (40

丘 陵 尾 根 先 端 (48)

陵 南 南 西

南  東

南

西 南 西

西

南

南 南 東

南 南 東

南 南 西

■6

2.0

3.8

2.2

2,1

2.0

3.6

34

30

2.6

2.0

■8

1.2

-1.4

■5

工0

2.0

ハV23

■8

ハヤ1.5

2.0

4.0

4.2

2.4

4.0

つ
υ

　

　

　

◆
０
　
　
　
　
た
生

0,7

～0,9

1.35

～0,85

■0

1.3

～ 1.7

0,75

).

袖両

右  片   袖

無袖に近い両袖

左片袖 (L字形 )

左片袖 (L字形 )

無  袖   ?

両     袖

両     袖

両     袖

6C末

終 末 期

6C後半

6C後半

終 末 期

6C後半

6C中葉

終 末 期

⊆層み竪藝 詮 雰ラ長墾要
'広口壺、肌 感期

婆層吾≧猾難雪ず
枚 提瓶)帥 薇 鉄 歎 鍮 玉

須恵器 (林 )、銀環、鉄釘

須恵器 (杯、短頸壺、広口壺、長頸壺、提瓶 )太刀、
鉄鏃、馬具、玉類 (管玉、平玉、ガラス玉 )
須恵器 (杯、短頸重、直田重、台付長頸壺、提瓶、旨肇
磁 )、鉄鏃、玉類 (管玉、ガラス玉 )、 金環

須恵器 (杯、高杯 大刀子、耳環

須恵器 (器台、脚台付子持ちこ、長頸広口壺、滋、提
瓶、横瓶、高杯、杯、壺 )、馬具。鉄刀、鉄鏃、金環、

轟 (杯 )鐵 /響曇 製 卸
―
腱 ξ盗 )

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

黒 島 林 1号 墳

黒 島 林 5号 墳

黒 島 林 6号 墳

黒 島 林 7号 墳

黒 島 林 8号 墳

上 母 神 4号 墳
母神曲古墳群千尋支群

1

4

5

6

号

号

号

号

第

第

第

第

観音寺市

〃

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

円 (20)

円 (16～ 16)

円 (11)

円

円

円 (11.6)

円 (3)

円 (16)

円

円 (12)

月魯             刈罠( 62)

尾 根 先 端 (56)

5号 墳 の 上 方 25m

6号墳の上方27m(60

7号 墳 の 上 方 (6の

/Jヽ

尾

尾

尾

尾 根 (45)

根

根

刺叉( 57)

西  南

南  西

南  西

南  西

南 南 西

西 南 西

東
　
東

　

東

3.6

34

305

2.6

3.4

2.0

2.6

3.75

3.1

2.7

1.55～ 1.8

1.6 -1.9

1.4 ハVl.8

1.6 -1.8

1.4 -1.6

1.2 -1.45

2.0

1.55-1.6

1.1 -1.15

■4

3.1

2.4-

2.0

255

2.6

1.46

1.5

～ 1.35

0.95

■0

1.0

08

0.75

0.65

0,8

両

両

両

両

片

右

袖

袖

袖

袖

袖

袖

左

左

左

片  袖

片  袖

片  袖

片

6C末

6C末

6C末

7   C

6C末

6C後半

6C前半

須恵器 (杯、高杯、提瓶、台付直口瓶馬重、横瓶 )、鉄
刀、刀子、鉄鏃、鉄鎌、金環、銀環、紡錘車、馬具

須恵器 (杯、高杯、短頸壺、高台付と、高台付撤 甕 )
耳環、玉類 (ト ンボ玉、ガラス玉 )

鰯 鰯 鸞 犠 t為愛鞠 陽 繋 擬
ヽ

須恵器、鉄製品、耳環、玉類 (ガ ラス玉、土玉 デ
耳環

須恵器、鉄刀、鉄鏃、馬具、耳礫、玉類 (ガ ラス玉、
土玉 )

纂F秀阜T斗曇F鎚 与讐智螢 繁
刀、鉄斧、鉄

須恵器 (平瓶、提瓶 )金銅環、鉄製品 (直刀、刀子、鉄鏃、
鎌 )、玉類 (切子玉など )
須恵器 (高杯、聴 X土師器 (高杯、耳杯 X鉄製品 (鉄
鏃、刀子、鉄斧、鉄鎌 )馬具、腕輪、玉類
須恵器 (林、高杯、器台、提瓶、甕 )鉄製品 (直刀、
鉄鏃、刀子、鉄鎌、鉄鋤 )、玉類 (勾玉、管玉 )

墾嚢奪暮螢募ザ買呈要X鉄
製品(鉄鏃、刀子、鉄鋤)

51

52

角      塚

喜 兵 衛 島 6号 墳

大野原町

直 島 町

方墳(30mり

円

中田水 雨

　

南

4.36～ 4.52

32

2.5 ハV26

1.7

”
　

”

１

　

　

４

袖
　
袖片

両
　
右 6C末

須恵器、鉄釘

須恵器、釣針、製塩土器
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第38図  石室平面プラン模式図一覧
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第 6章 ま  と  め

く青 ノ山 8号 墳 〉

1.本墳は標高 217mの緩斜面に立地する直径12mの 円墳である。

2.横穴式石室を埋葬主体とする古墳時代後期 (6世紀後半 )の古墳である。

3,特異なL字形石室は稀で,県内では青ノ山 6号墳と本墳の 2基だけである。

4.玄室には棺台と推定される石材が 6個遺存している。

5。 玄室と羨道の境には仕切石があり,副葬品の多くがその周辺に集中している。

6。 副葬品は須恵器 ,土師器 ,装身具類 (耳環 ,管玉,ガ ラス玉 ),武具類 (刀子,鉄鏃 )であり,

馬具類 ,農工具類は出土していない。

7.6号 墳の被葬者とは,石室プラン,冨」葬品などの特徴比較から同一集団系と推定する。

く青 ノ山 9号 墳 〉

1.本頂は標高 21l mの南斜面に築造された古墳である。

2.墳丘は不明確であるが,10m程度の円墳であろうと推定している。

3.横穴式石室を埋葬主体とするが,石室形態は不甥である。

4.石室床面は ,削平面を叩きしめるだけのものである。

5,自然崩壊か,人為的破壊か定かでないが ,いずれにしても破損の進行 した古墳である。

6.出土遺物は皆無である。

7.築造時期は石室規模などから古墳時代終末期と考える。
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図版 1 青ノ山遠景 (海より)
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青ノ山速景 (南東より)
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図版 3  青ノ山 8号墳墳丘 (調査前 )

青 ノ山 8号墳墳頂 (調査前 )
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図版 4
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図版 5  青ノ山8号墳石室上面検出状況 (北より)

図版 6  青ノ山 8号墳石室上面検出状況 (東より)
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図版 7 青ノ山8号墳石室全景 (北より)

青ノ山 8号墳玄室 (西より)
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図版 8
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図版 9 青ノ山8号墳玄室 (東より)

図版 10 青ノ山 8号墳玄室 (南より)
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図版 11 青ノ山 8号墳仕切石周辺状況

1鎌遊逮

図版 12 青 ノ山 8号墳羨道 (玄室より)
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図版 13 青ノ山8号墳羨道 (羨道中央より玄室をのぞむ)

図版 14 青 ノ山 8号墳玄室東壁
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図版 15 青ノ山8号墳玄室北壁

図版 16 青ノ山8号墳玄室南東隅
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図版 17 青ノ山8号墳束 トレンチ北壁

図版 18 青ノ山8号墳全景 (周溝の一部、検出状況)

宰鸞
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図版 19 青ノ山 9号墳伐開前 (東より)

図版 20 青ノ山 9号墳伐開後 (北より)
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図版 21 青ノ山9号墳石室 (東より)

図版 23 青ノ山 9号墳石室 (北より)図版 22 青ノ山9号墳石室 (南より)
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図版 24 育ノ山 8号墳出土遺物 (杯・重の蓋・器台 ?)
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図版 25 青ノ山 8号墳出土遺物 (壷・提瓶 。胆)
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図版 26 青ノ山 8号墳出土遺物 (壺・鉄鏃・装身具・弥生土器)
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青 ノ山 3号・ 9号墳発掘調査概報

一―香川県丸亀市青ノ山山頂所在の

後期ォ終末期古墳
―

賠叫・鞘幹

中幹時的幹
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